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令和６年度　群馬県立あさひ特別支援学校

学校教育目標と指導・支援に係る令和６年度の重点事項

学校教育目標 個々の実態を踏まえ、主体的に自己の力を発揮してよりよく生きる力を培う

重点事項 受け入れあう・伝えあう・認めあう

生きる力（確かな学力 豊かな人間性 健康・体力）

「知識・技能」の習得、「思考力・判断力・表現力等」の育成、「学びに向かう力・人間性等」の涵養

・ 学習したことを生かすこと

・ 状況に対応しようとすること

・ 自分で考え表現すること

・ 学習したことと結び付けて考えること

・ 他者の考えを受け入れて、認め合うこと

・ 自分から行動すること

・ 教科別・領域別の指導、各教科等を

合わせた指導等の指導形態

・ 個別の指導計画の活用を明確にした

授業実践

・ 実態の多様化に対応できる４つの

教育課程

・ 年間指導計画、個別の指導計画等

をもとにした系等的な指導内容

・ 的確な実態把握、実態に応じた支援方法の工夫

・ 自己肯定感、自己有用感をもてる支援

・ チームとしての支援体制

（全員がすべての子供の担任という意識）

校内研修の充実 チームとしての体制 専門アドバイザーを中心とした支援方法に関する教員相互の相談体制 保護者や関係機

関との連携体制 交流及び共同学習の計画的・組織的な実施 職員及び児童生徒相互の受け入れあい・伝えあい・認めあい 服

務規律の確保 ＯＴ、ＰＴ、ＳＴ、臨床心理士等外部専門家の活用

・安全教育、防災教育の充実

・教育活動全般における万全の安全対策

・人権尊重といじめ防止

・積極的な情報発信

・地域資源を生かした学校づくり

何ができるようになるのか
学校教育の基本

実践するために何が必要か
指導体制等の充実、家庭・地域との連携・協働

何が身に付いたか
学習評価による指導・支援の改善

発達をどのように支援するのか
配慮を必要とする子どもへの指導

何を学ぶか
教育課程の編成

どのように学ぶか
教育課程の実施

安心・安全を守る 開かれた学校づくり

学習指導要領 群馬県教育振興基本方針 群馬県教育大綱 群馬県教育委員会運営方針

群馬県特別支援教育推進計画 学校教育の指針 県立学校教育の重点 等「知識・技能」の習得、「思


